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「生存権」と「幸福追求権」の保障
第二十五条(生存権)

• すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を
有する。

• 国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公
衆衛生の向上及び増進に努めなければならない。

第十三条(幸福追求権)

• すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追
求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、
立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする

日本国憲法の具現化



障害者権利条約 国連勧告で問われる障害者施策
2022年09月30日 (⾦)
竹内 哲哉 解説委員
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竹内 哲哉 解説委員
https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/300/472465.html
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障害者権利条約第24条には
教育について示されている。
勧告においては、第24条教
育についての障害者権利委
員会の「懸念事項」と「強く要
請する事項」が示されている。



(a) 分離された特別教育をやめるために、教育に関する国の政策、法
律、行政上の取り決めの中で、インクルーシブ教育を受ける障害の
ある子どもの権利を位置づけ、すべての障害のある幼児児童生徒
が、すべての教育段階において合理的配慮と必要な個別的な支援
を受けられることを保障するために、質の高いインクルーシブ教育
に関する具体的な目標、スケジュール、十分な予算を含めた国家
行動計画を採用すること。

(b) 障害のあるすべての子どもたちの通常の学校へのアクセスを確保
し、通常の学校が障害のある幼児児童生徒の通常の学校への在
籍を拒否することを許さないための「非拒絶」条項と政策を導入し、
特別支援学級に関する通知を撤回すること。

(c) 障害のあるすべての子どもたちが、個々の教育的ニーズを満たし、
かつインクルーシブ教育を確実に受けられるための合理的配慮を
保障すること。

教育に関する「強く要請する事項」
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連携の要
医ケアコー
ディネーター

参照：医療的ケア児の地域支援体制構築に係る担当者合同会議資料
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① 担当ケースを持つ
② 自立支援協議会に参加
③ 医ケアコーディネーター連絡協議会
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医療的ケア児等コーディネーターの姿勢

１ • 障害児である前に、一人の人間である

２ ・This is me!(生き方の多様性)

３ • 疾患や障害特性など正しい知識

４ • 本人自身、家族の意向を汲み取りエンパワメントの視点

５ • 各支援機関の役割の明確化と協働

本人と家族の幸せ一人一人に合った丁寧さ

連携
新たな創造と模索

先端
技術

共生社会

命と暮らしの保障

工夫



医療的ケア児等

コーディネーター養成研修のミッション
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変える
・行動変容

・実践

描 く
・目標

・アクションプラン

気づく
・現状と課題

学ぶ
・支援者養成研修等
・専門性

個別支援・ソーシャルアクション

スキルアップ
研修



コーディネーターの役割とは？

「プディングの味は、
それを食べることによって知られる」

エンゲルス 『フォイエルバッハ論』

真理の基準は、

にある。実 践



津田雄一はやぶさ2プロジェクトマネジャー

当初は100m四方のどこかに降りることを想定していた。しかし、小惑
星リュウグウに到着すると、その姿は、はやぶさ2チームを驚愕させ
た。

表面は凸凹だらけで大小さまざまな岩の集合体。平らな場所がほ
とんど見当たらない。「リュウグウが牙をむいてきた」
「甲子園球場に着地すればいいと思っていたら、甲子園球場の中の
マウンドに着地しないといけなくなった」

チームワーク

絶対に成功させたいと思っているが、気合や
意気込みだけでは実現できない。想いは熱い
まま、クールに。攻略方法に沿って間違いなく
運用を遂行したい」

https://headlines.yahoo.co.jp/article?a=20190222-00055569-jbpressz-sctch



「はやぶさ２」の成功を支えた
チームワーク

① プロジェクト成功の最大のカギは、

「テーマへの共感」
「『はやぶさ２』のプロジェクトチームは、さまざまな知識・スキル
を持った科学者・技術者の集合体で、サイエンスチームには、米
国、ドイツ、フランスなどさまざまな国の科学者が参加しています。

それぞれの性格も、文化的な背景も異なりますが、情報の共
有とコミュニケーションをしっかりと行うことを忘れなければ、
チームをまとめるのは、そう難しいことではありません。というの
も、チームの全員が、『はやぶさ２』のミッションに共感し、目的を
理解し、そのうえで自分が何をすべきかを知っているからです。

ですから、いかに多くの人を引きつけて、共感が得られるよう
なミッションを掲げるかが大切で、それが、プロジェクト成功の
最大のカギと言えるかもしれません」（吉川氏）。



② チームの自律的な判断が生きる

「例えば、宇宙における探査機の運用は、予期せぬ出
来事の連続です。マニュアル通りにことを進めれば全
てがうまくいくような世界ではありませんし、一瞬の判
断や行動の遅れが大きなトラブルにつながることもあ
ります。ですから、各専門分野のグループやメンバー

が、不測の事態に対して、自律的に判断を下し、
速やかに対処できることが大切です。それができる
のが『はやぶさ２』チームの特徴で強みと言えます」
（吉川氏）。



③ 若手の登用で技術を次の世代へ

「若手の登用は、惑星探査の技術・ノウハウを次の世
代へつなげるための施策です。惑星探査の技術やノ
ウハウは、文字情報だけで全てを伝えられるようなも
のではありません。それは、“職人ワザ”、あるいは
“職人の感覚値”にかなり近いもので、実際に惑星探
査のプロジェクトに携わり、運用を経験しないと獲得
できないものです。ですから、『はやぶさ2』で獲得した

世界で唯一無二の探査技術・ノウハウも、年齢を重ね
て人が引退することによって全てが失われてしまう恐
れもあるわけです」
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「基本がしっかりしている人は、何らかのアクシデントや不
測の事態にも落ち着いて対処ができる」

「采配に関しては、選手を一つの駒として扱わなければい
けない。そういう仕事ですけどま、選手にはみな”心”があ
ると思ってますし、選手の”心”を預かる仕事だという風に
思ってます。」

「サッカーは球技の中で一番ミスの多いスポーツだと思い
ますし、ミスが起こった時に、動作のミスを取り返すために、
みんなでどうするかっていうことをやっていこうと伝えてます。
理想通り行くことの方が少ないんで、それはどう修正しなが
ら次に向かっていけるか、ということは自分の中では大切
にしてるところです。」

森保監督名言集



地域共生社会

本人・家族の幸せを
社会・地域の力で



車いすが身体の障害に対する機器・補助具であるよう
に
精神の障害に対する補助具は
その街で共に住む私たち自身
「リハビリテーションは生活」という原点に立ち
あなたが「こころの車いす」になるとき
人が補助具になる優しさと勇気を持つとき
共にくらす「こころのバリアフリーの町」が生まれる

参照：こころの車いす ひとが補助具に

この街で生まれて この街でくらす

この街に来て この街でくらす

病気になっても 障害を受けても 歳をとっても

この街を出ることなく この街でくらす

誰もが 安心して病気や障害になることができる

安心して老いることができる

そんな街を 私たちは目指します
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地域共生社会を目指して


